
意 見 書

平成２３年１１月８日

三重県公共事業評価審査委員会

１ 経 過

平成２３年１１月８日に開催した平成２３年度第３回三重県公共事業評価審査委員会に

おいて、県より海岸事業１箇所、港湾事業１箇所、街路事業３箇所の事後評価の審査依頼

を受けた。

この事業に関して、担当職員から事業説明を受けるとともに、審査資料に基づき審査を

行った。

２ 意 見

審査対象事業に関して慎重な審査を行った結果、以下のような意見を委員会としてとり

まとめ、三重県知事に対して答申するものである。

（１）海岸事業［県事業］【事後評価対象事業 】

５０３番 小山浦
おやまうら

地区海岸

当該箇所は、平成１１年度に事業に着手し平成１８年度に完了した事業である。

審査を行った結果、事業の効果、今後の課題については事後評価の妥当性を認める。

（２）港湾事業［県事業］【事後評価対象事業 】

５０４番 津松阪港（大口
おおくち

地区）

当該箇所は、平成１２年度に事業に着手し平成２２年度に完了した事業である。

審査を行った結果、便益の計算に疑問点があったため継続審議とする。

（３）街路事業［県事業］【事後評価対象事業 】

５０５番 富田
と み た

山城
やまじょう

線

５０６番 駅前
えきまえ

高塚
たかつか

線外１線

５０７番 東町
ひがしまち

野登
ののぼり

線



５０５番は、平成１０年度に事業着手し平成１８年度に完了した事業である。

５０６番は、平成 ６年度に事業着手し平成１８年度に完了した事業である。

５０７番は、平成 ６年度に事業着手し平成１９年度に完了した事業である。

審査を行った結果、事業の効果、今後の課題については事後評価の妥当性を認める。

ただし、今後の事後評価においては、費用便益算出マニュアルで算出した結果だけな

く、供用後のデータを用いて現状にあった検証を行うこと。

また、アンケートによる住民の意見については、必要性を十分に検討のうえ、当該事

業に対し反映し対策を講ずること。特に安全対策については速やかに対応すること。


